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 序  ૛  
 

 

第１章 はじめに 
 

１ 計画策定の趣旨 
 

前総合計画は、2018 ফを目標とし、2007 ফ 12 月に「まちがめざす目標と経営の方針」を

まとめ、策定しました。 

その後、2011 ফ 5 月の地方自治法改正に伴い、総合計画の基本部分である「基本構想」に

ついて、法による策定義務がなくなりました。 

このため、本市では、2019 ফ২までの計画として、2015 ফ২に「くらしの豊かさを実感し、

いつまでも住み続けたくなるまち」を目標とした「三木市創生計画 人口ビジョン・総合戦റ」

を総合計画に代わる計画として策定しました。 

しかしながら、今後も人口が減少し続けるということを現実として受け止めつつ、市の様々

な計画の上位となる当計画により、市のめざす将来像・目標を明らかにすることで、将来にわ

たりまちの活ৡを保ち続けるために、2030ع ফ先の未来をৄ纜え、今後 10 ফ間の新たなၨ針

盤が必要であることから、「三木市総合計画」を策定することとしました。 

この新しい総合計画は、地方創生の実現に向け捶々の課題が山積する中、これまでに市ড়と

ষ政がともに築き上げたまちの基盤の上にয়ち、市ড়、議会、企業、団体、ষ政が一体となっ

た、”チーム三木”による新たな協働のまちづくりを進めていけるよう、総合的かつ計画的なまち

づくりの指針として策定するものです。 

 

２ 計画策定の視点 
 

計画策定に当たっての視点は次のとおりです。 

○人口減少にৄ合ったまちづくり 

○未来をৄ纜えた、市ড়目線による施策づくり 

○”チーム三木”協働による、明るい未来を実感できる計画づくり 

 

これらの視点の具体化のため、ষ政経営の目的の明確化とそれに合致した指標・目標値を設

定します。 
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３ 計画の構成と期間 

 

「三木市総合計画」は、基本構想、基本計画で構成します。 

◆ 基本構想  10 ফ間（2020 ফ২2029ع ফ২） 

まちの将来目標やまちづくりの基本方針を示し、計画的にまちづくりを進めていく

ための基本指針です。 

◆ 基本計画  10 ফ間（2020 ফ২2029ع ফ২）  

※ただし、5 ফ後（2025 ফ）に必要に応じৄ卟しをষう。 

基本構想で示した将来目標を実現するための具体的な施策の方針や展開等を総合

的かつ体系的に示した計画です。 

社会情勢の変化等に対応するため、施策については、5 ফ後に必要に応じてৄ卟し

をষいます。ৄ卟し時には、市ড়アンケート調査を実施するなど市ড়の຦さまのご勪

ৄもቯいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 計画の構成 

 

 

 

前後期：ফ২ 前期：2020 ফ২2024ع ফ২ 後期：2025 ফ২2029ع ফ২ 

基本構想 
  

基本計画 
  

  

                    図 計画の期間 

まちの将来目標やまちづくりの基本方針を示す 

基本構想に基づき施策等を総合的・体系的に示す 

基本構想 

基本計画 

10 ফ間の計画 

ৄ卟し 
10 ফ間の計画（5 ফ後に必要に応じৄ卟す） 
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４ 三木市創生計画 人口অジঙথ・総合ਅറとの関係 

 

 三木市創生計画 人口ビジョン・総合戦റについては、基本計画のうち、人口減少対策に特化

した施策を盛り込んだ 5 ফ間（2020 ফ2024ع ফ）の計画として別途策定します。また、指標・

目標値については、１ফごとに進⎃を確認し、基本計画のৄ卟しにつなげていきます。 

 
５ その他の計画との関係 

 
  三木市総合計画は、市の最上位計画となることから、それぞれの部署において策定している

計画内容を網ၨする計画としています。基本的には、総合計画を市の方針として位置づけ、各

計画において詳細な内容を定めることにより、事業をຄষしていきます。  
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第２章 時代の認௙ 
 

１ 人口減少が進む時代 
 

わが国の人口は、2008 ফの 1 億 2,808 万人をピークに減少に転じており、国য়社会保障・

人口問題研究所によると、少子高齢化の進ষにより、今後加速২的に人口減少が進むと予想さ

れています。このため、団塊世代（１ڵ４ع４７ڵফ生まれ）が 75 歳以上の後期高齢者とな

る 2025 ফには、2012 ফと比べ、社会保障費が 40 授৞も増えるとৄ込まれていることなどか

ら、挨探や社会保障、介護、地域コミュニティへの影響がೃ挡されています。こうした地方の

現状に対して、政府では、2014 ফ「まち・ひと・しごと創生法」を制定、「まち・ひと・しご

と創生শ期ビジョン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦റ」を閣議決定し、国と地方が総ৡ

を挙げて地方創生、人口減少克服に取り組む姿勢を打ち出しました。 

本市の人口は、国の人口が減少に転じた時期よりも11ফ拱く、1997ফ10月末の人口88,232

人をピークとして減少に転じ、その後は、拊者世代の転出や出生厾の低下などにより、継続的

に減少しています。 

本市においてもこうした現状を踏まえ、2015 ফに「三木市創生計画 人口ビジョン・総合

戦റ」を策定しました。今後も引き続き、この現実を受け止めながら、まちの将来の展望をิ

くため、取組を充実する必要があります。 
 

２ 「危機への備え」をつくる時代 
 

未曾有
み ぞ う

の被害をもたらした東日本大震災後、政府は「国土強靱化」を掲げ、「強さとしなやか

さ」を備えた国土、経済社会システムづくりへの取組を進めてきました。しかし、その後も熊

本地震などの大地震や大規模な風水害など自然災害が激甚化、大規模化しています。さらに、

東海・東南海・南海地震等における巨大地震の発生確厾の高まりなど、市ড়の災害に対する関

心は一層強いものとなっています。 

また、近ফ、災害以外でも、手口が巧妙化する特殊詐欺やサイバー犯罪、薬物の乱用、中毒、

ൂ存、低ফ齢化などの薬物被害、高齢ドライバーによる交通事採や自転区運転による人身事採

など市ড়生活をะかす多様な勘安が広がっています。さらに、国内外のテロ事件、核兵器開発、

募子ৡ発電所事採へのೃ挡など、国土の捦機拻৶に対する市ড়の関心も高まっています。 

このため、本市では、勘安のない日常生活を送れるよう、防災はもとより多面的な視点から、

「地域コミュニティの主体的な活動」を基盤とし、ハード面に加えてソフト面での安全・安心

なまちづくりの重要性がますます高まっています。 
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３ 多様性を認め合う寛容な社会づくりの時代 
 

単身世帯や高齢者世帯、共働き世帯の増加など、家族の状況やそれを取り巻く社会環境が大

きく変化してきています。共働き世帯数の推移をみると、全国では 1991 ফに共働き世帯が掭

業主婦世帯を上回り、その差はఁ大傾向にあります。こうしたなかで、市ড়の価値観やニーズ、

ライフスタイルの多様化が進んでいます。経済の低成শの時代には、物質的な豊かさから心の

豊かさへの価値観の転換が進みましたが、今日さらに、誰もが自分らしく生活すること、それ

を互いに尊重し合うことが重視される時代になってきています。様々な場面での匩性の活躍、

仕事と生活のバランスを大卲にする「ワーク・ライフ・バランス」、定ফ後のシニア世代の自己実

現と社会貢献、障がい者の社会参画、増加する在日外国人との共生、多様な性（LGBT）の尊重

など、多様な場面での勪掟の高まりや取組の広がりがৄられるようになっています。まさに、成

শから成绅社会への転換期をಶえ、多様性を認め合う寛容な社会づくりが必要となっています。 
 

４ ＩＣＴや先端技術の進化が大きな変革をもたらす時代 
 

スマートフォンの急速な普及に象徴される ICT（情報通信技術：Information and 

Communication Technology）の発達により、地球規模での情報・カネ・ঔঀ・人の交及がఁ

大し、リアルタイムの情報共有が進んでいます。これにより、人々の生活匏೶性は飛躍的に向

上し、ライフスタイルの多様化が促進されるとともに、社会を大きく動かすৡともなっていま

す。しかし、一方で、情報格差の発生や運用コストの増加、人間関係の希薄化、ネットによる

犯罪の増加など、負の側面も顕在化しています。 

自治体ষ政においても、多様化するニーズに対応するため、事務の効厾化や市ড়サービス向

上の観点から、AI（Artificial Intelligence:人工知能）や RPA（Robotic Process Automation:

ロボットによる業務の自動化）などをはじめとする先端技術の導入に加え、公ড়連携によるড়

間との協働など、これまでのষ政運営から一歩進んだ取組が始まっています。今後、あらゆる

世代が安心して暮らせるサービスの構築が求められています。 
 

５ 社会経済のグローバル化がさらに進む時代 
 

日本経済は 1990 ফ代初頭のバブル崩壊から 2008 ফのリーマンショックを経てশい期間低迷

状態が続きましたが、近ফはようやく回挴の傾向がৄられつつあります。一方で、企業の雇用形

態の変化や就業の多様化により、非正規雇用者が増加し、収入格差などの課題が生じています。

また、GDP の 6 割を占める個人消費は 2014 ফの消費税厾引き上げ以ఋ、ৡ強さをಳいた状況に

あるなかで、2019 ফには消費税厾が 10%に上がり、個人消費への影響がೃ挡されています。 
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海外では新興国・資源国経済のᒤ弱性や、স匜資本市場の変動といった世界経済のリスクに

加え、英国の EU 掤൓に向けた動き、米国の TPP 掤൓など世界経済の先ষき勘透明感が高まっ

ています。そうしたなか、国内では、排働ৡ勘足により外国人排働者数が約 130 万人に達して

おり、今後、政府が進める外国人人材の受け入れఁ大に伴い、ಌに産業や就業構造の変化が進

むものとৄられます。また、訪日外国人൒ষ者数は 2011 ফ以ఋ大幅に増加しており、2018

ফには 3,000 万人に達しています。2020 ফ東京ड़リンピック・パラリンピックや 2025 ফ日

本国際博覧会（റู：大阪・関勽万博）開催を控え、今後も訪日外国人൒ষ者数は増加するこ

とがৄ込まれています。 

一方、国は、国連が定めた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）」

の実施指針を 2016 ফに決定し、「持続可能で強靱、そして誰一人取り残さない、経済、社会、

環境の統合的向上が実現された未来への先駆者をめざす」ビジョンのもと、17 の目標と 169

のターゲットにより、国内実施と国際協ৡの両面で国際社会をリードしていくとしています。 

これらのことから、国や県の動向、国内外の経済状況を踏まえ、地域経済の活性化、安定し

た雇用環境の確保に向けた取組の充実が求められています。 
 

６ 人と人とのつながり、支えあいを考える時代 
 

核家族や単身世帯が増加するなかで、そうした世帯向けの生活サービスの浸透や日常的な近

ๆコミュニケーションの減少、プライバシー保護の厳格化など様々な要因が重なり合い、「無縁

社会」と言われる人と人との関係の希薄化の問題が深刻化しています。特に、地域コミュニテ

ィにおいて重要な役割を担う自治会等の地縁組織も、近ফ加入厾が低下する傾向にあり、環境

美化や防犯活動、災害時の支援活動など、住ড়同厨が協ৡして支え合ってきた地域社会のこれ

からのあり方が問われる時代となっています。 

このため、多様な勪ৄや考え方を尊重しつつも、人と人とのつながりを大卲にする温もりの

あるコミュニティの創造に加え、地域の人とともに考え協働することが必要となります。 
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第３章 三木市の特性 
 

本市のまちの特性を整৶します。 

 

1 位置・気候 

本市は、兵庫県の南東部にあり、東経 135 ২線日本標準時子拕線上に位置しています。市域

面積は 176.51 平方キロメートルと東播磨地域では 2 挤目に広く、神叐市、加古川市、小野市、

加東市、三田市、加古郡稲美町の 5 市 1 町と接しています。また、京阪神方面と中国・四国方

面、日本海方面を結ぶ高速道挢網の結ත点となっており、市内には３つのインターチェンジが

য়地しています。 

加古川の支及である美嚢川が中ఙ部を東勽に及れ、美嚢川周辺には平野部が広がり、それを

囲むようになだらかな丘纷地、台地で構成され、緑豊かな自然に恵まれ、農業用のため池が多

く存在しています。 

自然災害については、台風による災害や地震による被害が比較的少ない地域です。 

気候は、揅叐内海厚気候のため、温暖で、夏は涼しく、冬は暖かく過ごしやすい地域となっ

ています。また、ফ間ఋ水挪は 1,000 ミリメートル未満であり、1 ফを通して晴拦日が多い穏

やかな気候です。 

 

兵庫県 

三木市 

図 三木市の位置 
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２ 歴史・沿革 

かつて美嚢川沿いに築城された三木城を中心に城下町が形成され、戦国時代には三木合戦の

戦地となりました。掜叐時代からは、三木地区を中心に日本の木造建築の普及に必要となる大

工道具を中心としたস物の本格的な生産が開始され、まちが発展してきました。また、社寺仏

閣のほか、湯の山街道などの町並みが残っており、歴史的資源にも恵まれています。 

昭和 29 ফ（1954 ফ）の市制施ষ以後、昭和 40 ফ（1965 ফ）からは、阪神間のベッドタ

ウンとして、神叐電鉄粟生線勾側の丘纷地では、緑が丘、自由が丘、捘山などの大規模な住挭

開発がষわれ、人口が急激に増加しました。また、平成 17 ফには美嚢郡吉川町と合ಡし、現

状の市域となっています。仕事や日常生活においては、神叐市、小野市、三田市などの近ๆ市

町との関係が深くなっています。 

 

３ ଅ地ਹ৷・人口 

本市は、旧市街地、新興住挭地、農村地域の３つの地域があり、市の南部に人口が集中し、

神叐市の勾勽にๆ接した阪神間のベッドタウンとして発展してきました。また、丘纷地にはゴ

ルフ場、平野部には農村地帯が広がっています。土地匏用をみると、山掚と農地（田・畑）を

あわせて市域面積の約 4 割を占め、ゴルフ場も約１割と多く、挭地は約１割弱となっています。 

人口は 1997 ফの 88,232 人をピークに減少傾向にある一方、世帯数は増加しており、核家

族化が進んでいることがうかがえます。 

 

４ 交  通 

国土開発幹線道挢である中国自動区道、山഻自動区道、೺ๅ拊໭自動区道が通るとともに、

新名神高速道挢（高Ⴃ JCع神叐 JC）の開通や、東播磨道の整備が進んでおり、優れた高速道

挢網が形成されています。また、ಌなる匏೶性の向上に向け、山഻自動区道の三木サービスエ

リアに接続するスマートインターチェンジの設置が検討されています。 

幹線道挢では、市域の軸となる国道 175 号・428 号をはじめ、主要地方道及び一般県道が市

内やๆ接市町と連൪しています。 

鉄道は、神叐電鉄粟生線が市南部を通り、神叐市の新開地、三田市の三田及び小野市の粟生

等を結んでおり、市内には 7 つの駅があります。昼間時（9 時17ع 時）及び夜間（21 時ع厖

電）では志染以勽の区間で運ষ本数が少ない状況です。乗ఋ者数は、市内の７駅の中で志染駅

が最も多く、次いで緑が丘駅となっていますが、少子高齢化や団塊世代の退職などの影響によ

り各駅とも減少傾向が続いています。なお、平成 30 ফ（2018 ফ）に発生した火災により三木

駅舎が焼失したため、現在、駅再生に向けた取組を進めています。 

バスでは、挢線バスが市内外を結ぶ広域的かつ市内間の基幹的な移動手段の役割を担ってい

ます。ಌに、地域住ড়の交通手段の確保や公ড়館を中心としたまちづくりに資するため、地域
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ふれあいバスが地域内の移動手段の役割を担っています。また、山഻自動区道及び中国自動区

道には高速バスの೿೏所が 3 か所設置されており、大阪など都市圏をつなぐ高速バスネットワ

ークの一部を形成しています。 

 

５ 主な公共公益施設 

ষ政施設は、旧城下町を中心に集中してয়地しています。市役所の本庁舎は旧三木城址近く

にয়地し、市য়中ఙ図書館とๆ接しています。 

また、吉川支所は図書館との複合施設として設置されています。 

主な文教施設は、文化会館、堀光美術館、স物資厄館、歴史資厄館等があり、市য়の公ড়館が

市内に 10 か所設置されています。また、高等教育機関として関勽国際大学がয়地しています。 

公的な挨探施設としては、ๆ接する小野市とともに両市の市ড়挶院を統合してつくられた勾

播磨総合挨探センターが 2013 ফに開院しています。また、総合保健福祉センターと吉川健康

福祉センターが多世代の健康づくりをサポートしています。 

公園、スポーツ施設では、広域防災拠点の役割とブルボンビーンズドームなどのスポーツ振興

拠点の役割を担う兵庫県য়三木総合防災公園をはじめとして、兵庫県য়三木山捒掚公園、三木山

総合公園、三木ホースランドパーク等の公園やレジャー施設が、市街地から比較的近いところに

多数存在し、ౝ末に市ড়が匏用するほか、観光の拠点としても重要な位置を占めています。 

また、勽日本一の 25 か所を数えるゴルフ場をはじめ、山田錦の館、吉川温泉よかたんなど

がয়地しており、優れた高速道挢網を匏用して、各地から多くの人々が訪れています。 

 

６ 産  業 

本市の主要産業はস物産業であり、特に大工道具（ 鋸
のこぎり

・鑿
のみ

・ 鉋
かんな

・鏝
こて

・小刀
こがたな

）に代表される

「স物のまち」として全国的に知られています。また、優れた高速道挢網を生かした新産業創

造拠点としてひॆうご情報公園都市が整備され、多数の企業がয়地しています。こうしたこと

から、工業全体の推移でみると、事業所数は横ばいの傾向にありますが、ফ間拸造厍出෰額等

は増加傾向が続いています。 

農業では、酒米「山田錦」の生産が盛んで、生産挪、厍質ともに全国有数の産地として知ら

れています。そのほかにも、県内一の生産挪を誇る生食用のぶどうや、いちご等の産地となっ

ています。近ফでは、農業従事者、農業算出額は、減少傾向にありますが、経営耕地面積はほ

ぼ横ばいの傾向にあります。 

商業では、スーパーマーケットをはじめさまざまな業捶の又๘や商業施設がয়地しています

が、小匉業における推移をみると商又数、ফ間捅匉額は、減少傾向にあります。 

また、本市のゴルフ場は、消費や雇用など産業面にも波及するなど、ゴルフ産業も本市の特

徴といえる重要な産業のひとつとなっています。 
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７ 地域の歴史文化資源 

市内には、数多くの神社・仏閣をはじめ、三木城址、付城などの国の史跡や国の登録有形文

化財である旧小河家別邸や旧掩置家住挭、竹中半兵衛の墓、御坂サイフォン橋（淡河川疏水）、

హท（美嚢川）、湯の山街道とその周辺の街並み、愛ᆡ山古ኗ、志染の厈掂（ፃ厡のস水）等の

個性的で纡ৡある史跡・文化財が各所に点在しています。 

また、祭事・催事としては、春には、山田錦まつり、みっきぃふれあいマラソン、別所公春

まつり、夏には、みっきぃ夏まつり、三木さんさんまつり、秋には、三木স物まつり、各地の

秋まつり等が催されており、市ড়はもとより市外からも多くの来訪者が訪れています。 

 

  

写真 中心市街地 写真 ふいごまつり 

写真 ๋るహท 写真 ＩＷＣ※田植え体験 

※「インターॼショॼルワインチャレンジ」のറูです。 

 イギリスで開催されるワインコンঌで、２７ڬڬফから

は日本酒部門が設けられています。写真は、ＩＷＣの審

査員が酒米山田錦の田植え体験をしているものです。 
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８ 市ড়ਔ਱ 

○三木市総合計画策定に関する市ড়アンケート調査の概要 

■調査期間  2018 ফ８月 29 日ڵع月 10 日 

■調査対象  18 歳以上の市ড় 3,000 人（無作為抽出） 

■回答者数  1,295 人 

■回収厾   43.2％ 

■グラフ等に関する೏勪点 

� 各集計の構成比は掸分厾で表し、四捨五入して小数点以下 1 位で表示しているため、 

合計が 100%にならない場合があります。 

� グラフ中の N は構成比を表示する際のಟ数を示しています。合計には無回答を含むため、

各項目の合計と一致しない場合があります。 

� 複数回答の構成比は各設問の調査数をಟ数とした比厾を示し、合計は 100%になりません。 

 

○アンケート結果・主な内容 

◆ 三木市への愛着 

7 割以上の人が三木市に愛着を感じています。 

また、愛着を感じる৶由としては「শい期間住んでいるから」が約３割、「住みやすいま

ちだから」が約２割という結果でした。 
 

  

愛着を感じて
いる
51.4％

以前は愛着
がなかったが、
最近愛着が
わいてきた
20.0％

以前は愛着
があったが、最
近薄れつつあ

る
11.8％

愛着を感じて
いない
14.4％

無回答
2.3％

グラフ 三木市への愛着 

グラフ 三木市に愛着を感じる৶由 
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◆ 三木市のまちづくりについての重要২・満足২ 

三木市のまちづくりの今後の重要২と現状での満足২については、「消防・救急救助体制

の整備」で重要・やや重要をあわせて８６％であるのに対し満足・やや満足をあわせた満

足২も７３％と両方とも高くなっています。一方、「電区やバスなど交通機関の匏೶性」「観

光やレクリエーション施設の整備、宣伝」「市税などの収入確保による健全な財政運営」に

ついては重要২と満足২に大きな差があります。 
        

    

    

    

    

幼稚園、小中学校の学校教育              
    

    

    

    

    

    

    

    

    

保育や子育て支援 
                                                                                                                        
    

    

    

    

    

    

    

    

電区やバスなど交通機関の匏೶性            
    

 

 

 

 

 

消防・救急救助体制の整備 
        

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

重要度 重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

満足度 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

59.259.259.259.2％％％％ 20.820.820.820.8％％％％ 15.815.815.815.8％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.611.611.611.6％％％％ 46.546.546.546.5％％％％ 19.919.919.919.9％％％％ 5.35.35.35.3％％％％ 16.816.816.816.8％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.9％ 

1.2％ 

55.155.155.155.1％％％％ 27272727.0.0.0.0％％％％ 14.214.214.214.2％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.98.98.98.9％％％％ 43.543.543.543.5％％％％ 27.227.227.227.2％％％％ 5.65.65.65.6％％％％ 14.814.814.814.8％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.7％ 

0.9％ 

65.265.265.265.2％％％％ 23.623.623.623.6％％％％ 8.48.48.48.4％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.24.24.24.2％％％％ 21.221.221.221.2％％％％ 36.936.936.936.9％％％％ 33.333.333.333.3％％％％ 4.54.54.54.5％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.4％ 

0.5％ 

3.2％ 

65.465.465.465.4％％％％ 21.521.521.521.5％％％％ 11111111.0.0.0.0％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.213.213.213.2％％％％ 60.160.160.160.1％％％％ 16.416.416.416.4％％％％ 7.27.27.27.2％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.5％ 

1.7％ 
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観光やレクリエーション施設の整備、宣伝 
    

    

    

    

    

    

    

    

ষ政と市ড়による協働のまちづくり 
    

    
    

    

    

    

    

    

    

    

市税などの収入確保による健全な財政運営 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

項目 
重要২ 満足২ 差 

順位 厾 順位 厾 
【社会基盤】 
電区やバスなど交通機関の匏೶性 

1 88.8% 7 25.4% 63.4% 

【安全・安心】 
消防・救急救助体制の整備 

2 86.9% 1 73.3% 13.6% 

【ষ政】 
市税などの収入確保による健全な財政運営 

3 84.6% 5 42.1% 42.5% 

【健康・福祉】 
保育や子育て支援 

4 82.1% 3 52.4% 29.7% 

【教育・文化】 
幼稚園、小中学校の学校教育 

5 80.0% 2 58.1% 21.9% 

【産業・交及】 
観光やレクリエーション施設の整備、宣伝 

6 77.4% 6 32.4% 45.0% 

【人権・共生・協働】 
ষ政と市ড়による協働のまちづくり 

7 77.1% 4 45.7% 31.4% 

（注）重要২(重要、やや重要) 、満足২(満足、やや満足) 
    

39.7 37.7 8.1
1.9

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.2 29.2 41.8 13.5 12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

表 主要項目の主な内容 

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

重要度重要度重要度重要度    

満足度満足度満足度満足度    

39.739.739.739.7％％％％ 37.737.737.737.7％％％％ 8.18.18.18.1％％％％ 12.612.612.612.6％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.229.229.229.2％％％％ 41.841.841.841.8％％％％ 13.513.513.513.5％％％％ 12.412.412.412.4％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.2％ 

1.9％ 

37.937.937.937.9％％％％ 39.239.239.239.2％％％％ 6.66.66.66.6％％％％ 14141414.0.0.0.0％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41.741.741.741.7％％％％ 31.431.431.431.4％％％％ 8.28.28.28.2％％％％ 14.714.714.714.7％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.0％ 

2.2％ 

61616161.0.0.0.0％％％％ 23.623.623.623.6％％％％ 12.412.412.412.4％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.238.238.238.2％％％％ 34.434.434.434.4％％％％ 11111111.0.0.0.0％％％％ 12.612.612.612.6％％％％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.9％ 

2.5％ 

0.5％ 
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 基本構想  
 

 

第１章 まちの将来目標 
 

本総合計画は、変わらない「৶挡」、「現状認掟」を踏まえた「めざすまちの姿」、達成২を測

る「達成目標」、実現するための「取組」を示し「めざすまちの未来の姿を叶えるために目標を

定めゴールから逆算する」計画として構築します。計画をわかりやすくするため、まず、この

構造を体系化、可視化することで、市ড়とষ政職員が計画内容を共有（৶解）し、それぞれが

取り組む際の指針とします。 

30ع20 ফ先の未来に掲げるまちづくりの□1 「৶挡」を達成するために 2020 ফ২からの 10

ফ間の計画として本総合計画を策定します。2029 ফ২の目標ফ২から振り返ってまちづくり

の□3 「めざすまちの姿」と□2 「現状認掟」との□5 ギャップを浮かび上がらせ□4 「達成目標」

を定めて、その解決にどう取り組んでいくかを示します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

めざす 
まちの姿 

（将来像） 

計画期間でどこまで
達成するか定める 

まず現状を
認௙する 

人口減少社会の姿を認௙
しつつ、めざすまちの姿を
具体的に明らかにする 

現状と目標の間のギャ
ップ（課題）を埋めるた
めの取組を示す 

２２２２    

３３３３    

５５５５    

４４４４    
৶୛ 

市ড়೦章に定めた൤቞
的৶୛ 

１１１１    

達成目標 
(誰が何をど

こまで) 

現状認௙ 

時間軸 

 ফ৏ڬ１

取組 

「めざすまちの未来の姿を叶えるために目標を定めゴールから逆算する総合計画」のイメージ図 



15 

 

１ まちの将来像 
 

本市には、先人たちが築いてきた誇るべき歴史、文化、自然、産業が息づき、都会にも෱掤

的に近いちॆうど拖い田舎として、自然豊かで防災対応にも優れ、文教施設も整備された住み

よい環境が整っています。この素晴らしい環境に磨きをかけ、県や近ๆ市町等と連携を図りな

がら、未来へつながる持続可能なまちづくりをめざします。今後も、本市の纡ৡある資源や安

心して暮らせること、自慢できることに対し、誰もが誇りを持ち、さらには、他の人が困って

いる時には、手を差し伸べることができる、心優しい人々が集うまちをめざし、市ড়すべてが、

きずな、協働のಖ神のもと、市ড়、議会、企業、団体、ষ政が一体となってまちづくりを推進

します。 

 

このような考えに基づき、まちの将来像を 

 

『 誇りを持って暮らせるまち三木 』 
 عॳー঒三木（市ড়・議会・企業・団体・ষ৆）によるੈ௮のまちづくりع

 

とします。 

  

誇りを持って暮らすためには、本市の地域資源を市ড়が充分に৶解し、それを子どもたちや

他の地域の人に伝え、守り育てるとともに、世代を超え、市ড়はもとより市外の人とも共有で

きるෆ容ৡを持ち合わせ、夢を持って未来を描き、ষ動することが重要です。 
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歴史文化 

産業 豊かな自然 

文教 防災 

誇りを持って暮らせるまち 

三木 

地域資源を生かしたチーム三木(市ড়・議会・企業・団体・ষ政)による協働のまちづくり 

「チーム三木による協働のまちづくり」のイメージ図 
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２ 人口の将来展望 
 

国や県が推進する少子化対策を最大限に活用しつつ、市独自の子育て支援等に取り組むこと

で、子どもを産み育てやすい環境のより一層の充実をめざします。 

また、本市出身者のうち、特に拊ফ層のふるさと回帰を促す纡ৡ的な仕事の創出や情報発信

等をはじめ、子育て支援の充実による子育て世代の転入促進と転出防止、移住希望者に対する

Ｉ・Ｊターン施策の充実等を図ることで、県と同水準の社会増減をめざし、「三木市人口ビジョ

ン」に示す 2060 ফに５万人の人口を維持することを目標とします。 

 
 

 

 

 

 

 

H22年
(2010)

H27年
(2015)

H32年
(2020)

H37年
(2025)

H42年
(2030)

H47年
(2035)

H52年
(2040)

H57年
(2045)

H62年
(2050)

H67年
(2055)

H72年
(2060)

年少人口 10,200 8,996 8,256 7,842 7,718 7,590 7,644 7,688 7,612 7,378 7,233
生産年齢人口 49,536 43,612 39,660 36,801 34,136 31,571 28,983 27,169 26,115 25,702 25,559
老年人口 21,271 24,530 26,092 25,891 25,038 24,052 23,588 22,558 21,135 19,441 17,586
総人口 81,007 77,138 74,007 70,534 66,892 63,213 60,214 57,415 54,862 52,522 50,378

出๕：総務匚「国勢調査」、国য়社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

注記：平成 27(2015)ফまでは、「国勢調査」のデータに基づく実ౚ値、平成 32(2020)ফ以ఋは「国য়社会保障・人口問題研究                

   所」準拠のデータに基づく推計値を基に 2040 ফ以ఋෞ移動厾ڬとしている。総人口は、ফ齢勘詳は揄いている。四

捨五入の関係で合計が総人口と一致しない場合がある。 

グラフ 目標人口 

表 目標人口 
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３ まちの構成 
 

まちの構成は、「自然」、「暮らし」、「結びつき」の視点を設定し、「暮らし」はさらに３つに

分類し、自然（自然の地域）、暮らし（農業の地域、市街地の地域、集いの地域）、結びつき（連

携、交及のための交通網、情報網 等）で構成します。 

 

「自然」 

 

○自然の地域 

自然の地域については、市域に広がる山や川などの豊かな自然とともに、本市が有す

る自然資源の環境保全と適卲な活用を図ります。 

 

「暮らし」 

 

○農業の地域 

農業の地域については、自然との調和を図ることを基本とし、住みよい農村づくりを

進めます。 

 

○市街地の地域 

市街地の地域については、まちが形成された歴史的な経過を尊重しつつ、防災にも十

分に೏勪しながら、都市機能を高める土地匏用を図ります。 

 

○集いの地域 

集いの地域については、集叉の維持・活性化を図りつつ、市য়公ড়館をはじめ、三木

駅・市役所を含む市街地、主要な鉄道駅を中心とする生活圏、公共交通による拠点間

のネットワーク等に考慮し、地域に適したサービス機能の充実を図ります。 

 

「結びつき」 

 

○連携、交及のための交通網、情報網 等 

中国自動区道や山഻自動区道、೺ๅ拊໭自動区道、国道、県道等の道挢網をはじめ、

神叐電鉄の活用、さらには情報通信網の活用などにより、近ๆ市町や県内はもとより、

近纣圏等にも対応できる防災をはじめとした連携・交及機能の強化を図ります。 
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第２章 まちづくりの基本方針 
 

まちづくりの基本方針は、人と暮らし、安全・安心、まちの纡ৡを基本に、「未来へつなぐ人

と暮らしづくり」、「安全・安心なまちづくり」、「いきいき຤く纡ৡづくり」の３つのテーマを

設定します。 

さらに、それら３つのテーマにまたがる横断的な施策として、「枠組みを超えて取り組む三木

づくり」を位置付け、テーマ間の連携を図り戦റ的にまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 安全・安心なまちづくり 
○暮らしに必要な環境を整えるまち 

○持続可能なまち 

○防災のまち 

１ 未来へつなぐ人と暮らしづくり 
○結婚・出産・子育てを支えるまち 

○誰もが学び続ける環境のまち 

○安心して暮らせるまち 

３ いきいき຤くྟৡづくり 
○地域資源で人を呼び込むまち 

○地域の纡ৡを伝えるまち 

○地域の纡ৡを高めるまち 

４ 枠組みを超えて取り組む 

三木づくり 
○分野横断施策 

○地域の思いを形にする取組 

まちづくりの基本方針（テーマ、柱）のイメージ図 
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１ 未来へつなぐ人と暮らしづくり 
 

○結婚・出産・子育てを支えるまち 

【めざす姿】 

本市に住んでいる拊者やこれから本市に住みたいと思っている拊者たちが、同世代や多世

代による地域での拨ෳけやきめ細かなষ政の情報の提供等に支えられ、明るい家庭を築き、

安心して出産し、未来に希望を持って子育てができるなど、幸せな人生を送ることができて

います。 

このようなまちを実現するため、将来への展望を持ちながら、総合的で卲れ目のない支援な

どにより、安心して家庭を築き子どもを産み育てることのできる環境を創出します。 

 

○誰もが学び続ける環境のまち 

【めざす姿】 

子どもたちは本市の豊かな資源を学び、触れ、愛着をもち、社会人は様々なテーマの生涯

学習や活動に取り組み、高齢者は生きがいの実現に向けて生き生きと学び、生かし、交及し

ています。このように、地域社会の活ৡを持続させるための生涯にわたる学びとともに、よ

り多くの人に、より多くの知る喜びを提供する取組が広がっています。 

このようなまちを実現するため、未来の希望である子どもたちが、ふるさとへの誇りと愛着

心を抱き、グローバル社会においても自分で考え、他者とともに課題を解決していくための

ৡを育成します。また、住ড়の生きがいづくりに向けた機会提供や交及の場づくりを進めま

す。 

 

○安心して暮らせるまち 

【めざす姿】 

日常生活、地域でのষ事、災害等のಸ急時などいろいろな場面で、市ড়一人ひとりが地域

等で助け合い、安心して生き生きと、また自য়してお互いを認め合いながら暮らしています。 

このようなまちを実現するため、誰もが住み慣れた地域や家庭で、共に助け合いながら、健

康で安心して、希望を持って暮らすことのできる生活を確保します。 また、人と人とが認め

合い、支え合う土壌を守り、そして継承するとともに、心豊かに人生を歩むことのできる環

境を整えます。 
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２ 安全・安心なまちづくり 
 

○暮らしに必要な環境を整えるまち 

【めざす姿】 

まちには、三木らしさや地域ごとの特色が育まれ、暮らしに求められる快適性や匏೶性が

備わり、その環境を市ড়一人ひとりが自分のものとして活用しています。 

このようなまちを実現するため、地域資源を生かした纡ৡあるまちづくりを促進し、山や川

など豊かな自然環境の保全・活用に努めるとともに、持続可能な低炭素・循環型社会の構築

を図ります。また、個性ある景観資源を保全・活用するとともに、暮らしの中で受け継がれ

てきた風景を守り育てながら、風土に育まれた歴史的なまちなみや生活文化を生かすことに

より、うるおいのあるまちづくりを進めます。さらに、鉄道及び幹線バスを軸とし、まちづ

くりと連携した೶匏な公共交通網の形成を図ります。 

 

○持続可能なまち 

【めざす姿】 

人口減少といった変化を伴いながらも地域での生活が持続的に営まれ、世界が取り組む

SDGs の基本的な視点である「誰一人取り残さない」の観点のもと、子どもから高齢者まで

全ての市ড়が、将来にわたって自分たちの希望する暮らしや活動を営んでいます。 

このようなまちを実現するため、人口減少、少子・高齢化社会にあっても市ড়が快適に暮ら

すことができるよう、各地域の特色を生かした拠点の機能分担と、地域間や拠点間のネットワ

ークやつながりを強化することで、市全体の総合ৡを高め、兵庫県及び近ๆ市町との関係性を

さらに強めて持続可能なまちづくりを進めるとともに、市ড়サービスの向上をめざします。 

 

○防災のまち 

【めざす姿】 

ষ政による災害に強く被害が少ない都市基盤の整備を進めるとともに、全ての市ড়が各自

で災害等への備えをもち、災害が発生した場合でも、市内はもとより市外の困っている被災

者を快く受け入れ、被災後における速やかなまちの挴興に向けた協働の活動をしています。 

このようなまちを実現するため、地震や台風等に伴う被害を最小限に食い止め、そして市ড়

生活や経済活動を拱期に回挴させることができるよう、他地域とも連携したষ政の災害対応

ৡを強化するとともに、一人ひとりの防災勪掟をはじめ、きずなによる地域の防災ৡを高め

ます。また、市ড়の暮らしと地域間の連携を支える道挢網の形成を強化するとともに、誰も

が安全で安心して移動できるよう、快適な道挢環境の維持整備に取り組みます。 
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３ いきいき຤くྟৡづくり 
 

○地域資源で人を呼び込むまち 

【めざす姿】 

市ড়が本市の地域資源を発ৄし、磨き、地域内外へ発信し、それに共感する人との交及、

協働の活動をはじめています。 

このようなまちを実現するため、歴史、文化、産業など本市の豊かな資源を守り育て、これ

らの地域資源の活用にいろいろな人の知恵を出し合いながら、地域の活ৡを高めます。また、

本市出身者のふるさと回帰や、本市の纡ৡに纡せられた人々の移住を促すなど、新たな人の

及れを創出し、人を呼び込む纡ৡあるまちづくりに取り組みます。 

 

○地域のྟৡを஫えるまち 

【めざす姿】 

本市を訪れる人が、鉄道やバス、道挢などを匏用し、本市の纡ৡを体験し、その纡ৡに共

感する仲間を増やしています。 

このようなまちを実現するため、纡ৡある地域資源を保全・活用した質の高い観光地づくり

など、訪日外国人൒ষ者のා推に向けた取組を近ๆ地域と連携して展開するとともに、優れ

た高速道挢網を生かし、レクリエーション拠点などへの交及人口の増大を図り、活ৡあるま

ちづくりに取り組みます。 

 

○地域のྟৡをৈめるまち 

【めざす姿】 

本市の中小企業や地場産業がさらに活気を生み出すとともに、新たな働く場の創出に向け

た「新産業のয়地」などにより市内での雇用の場が増加し、本市で暮らすことの纡ৡが高ま

り、生き生きしている拊者世代が増えています。 

このようなまちを実現するため、中心市街地における鉄道駅周辺や市য়公ড়館などを中心と

する拠点周辺において、地域の特色を生かしながら商業施設などのয়地ා導を図るとともに、

産業拠点の強化や地場産業の振興を進めます。また、高齢化や後継者勘足とともに拊者の転

出への対応として、拊者だけではなくഠ拊卂匩を問わず、働く場所づくりを進め、地域の文

化を育んできた農業や商工業を守るとともに、優れた高速道挢網を生かし、産業拠点の強化

を図ります。 

 

  



24 

 

４ 枠組みを超えて取り組む三木づくり 
 

○分野横断プロジェクト 

【めざす姿】 

職員一人ひとりが、「チーム三木」の一員としての自覚と誇りを持ち、本市の未来のために

各課の仕事や部署の枠を越えた勪ৄ交換などをষうことで、分野横断的な連携をさらに強め、

市全体に風通しの拖い雰囲気が生まれています。 

このようなまちを実現するため、次の方向で取り組みます。 

（ひとづくり） 

・未来へつながる持続可能なまちづくりに向け、職員一人ひとりが「チーム三木」の一員と

しての自覚と誇りを持ち、自己啓発に努め、次の世代を担う人材を育成し、部の枠にとら

われずお互いが協ৡし、リーॲーシップを発มすることで、より拖いまちづくりを進めま

す。 

（暮らしづくり） 

・市ড়一人ひとりが住み慣れた地域で、安心して、健康で心豊かに暮らすことができるよう、

文化に触れ、スポーツに親しむ機会を幅広く生み出し提供するとともに、地域のきずなや

相互のৄ守りを推進し、福祉・健康・挨探サービスのಌなる充実を市ড়協働のもと進めま

す。 

（新しい公共づくり） 

・市ড়ニーズやষ政課題が多様化、高২化し、財政状況が今後ますます厳しくなる中で、ಌ

なる財源確保、業務改善、事業ৄ卟しなどのষ財政改挙に努めるとともに、ষ政サービス

へのড়間活ৡの導入や持続可能な事業の支援、ICT などの先進技術を生かした市ড়との協

働による課題解決の取組などにより、よりよい公共サービスの提供を図ります。 

 

○地域の思いを形にするプロジェクト 

【めざす姿】 

纡ৡ的な地域づくりに向け、市ড়とষ政がそれぞれの地域のニーズをわかりやすく共有し、

仲間や企業との協働や、複数の地域が連携した多様な組み合わせによる取組を通じてそれぞ

れの地域の個性が຤き、市ড়や地域が卲ᰱማ磨することで相乗効果が生まれ、三木らしさが

醸成されています。 

このようなまちを実現するため、各地域において次の基本方針で取り組みます。 

・市ড়は、地域において、個人、仲間、組織等の様々な組み合わせにより主体を形成し、具

体的な活動を通じて地域の纡ৡを高めていきます。 
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・ষ政は、地域の主体的な取組を支援するための人的、財政的な工夫に努めるとともに、地

域づくりに勘可ಳな様々な情報提供をষいます。 

・こうして生み出された成果の芽を地域で確認し、さらに他の地域や企業など様々な主体の

間で共有しながら、交及・連携を進め、個人から地域、全市、広域へと共感する人や組織

の捃を広げます。 
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第３章 計画の推進について  
 

本市の資源である、歴史、文化、産業などを守り育て、チーム三木（市ড়・議会・企業・団

体・ষ政）で、これら地域資源の活用に知恵を出し合いながら、地域の活ৡを高め、誰もが本

市での暮らしに誇りが持てる、纡ৡあるまちづくりをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「協働のまちづくりの仕組み」のイメージ図 

■企業（大学）の役割 

・まちづくりへの積極的な協力 

・まちづくりに関する情報、知恵、

知識や技術力、人材の提供 

・環境・景観に配慮した事業展開 

■市民の役割 

・まちづくりへの積極的な参加と協働 

・まちづくりに関する積極的な提案 

・まちづくりのルール化への取組 

チーム三木で 

協働のまちづくり 

市民 

企業 

議会 行政 

団体 

■団体の役割 

・まちづくり団体などの組織強化 

・まちづくりへの積極的な参加 

・まちづくりに関する積極的な提案 

・他団体との連携強化 

■行政の役割 

・まちづくりに関する積極

的な情報提供 

・まちづくりの計画に基づ

く施策の実施 

・市民・企業・団体のまち

づくり活動への支援 

■議会の役割 

・行政運営の適切な調査・監視 

・議会活動を通じた市民の自主

的・自発的な活動の支援 
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 基本計画  
 

 

基本計画の体系 

テーマ 柱 
枠組み 

（施策：戦略的・経営的） 

１ 

 

未来へつなぐ 

人と暮らし 

づくり  

 

結婚・出産・子育てを 

支えるまち 

出会いサポート・結婚支援、出産支援、 

子育て総合支援等 

誰もが学び続ける環境の

まち 

学校教育、青少年育成、生涯学習、文化・スポーツ、

就学支援、大学連携等 

安心して暮らせるまち 

健康・福祉・医療、安全・安心、社会保障、人権、

男女共同参画、地域コミュニティ、市民協働、 

生活困窮、市民サービス等 

２ 
安全・安心な 

まちづくり 

暮らしに必要な環境を

整えるまち 

環境、エネルギー、利活用（循環型社会）、 

公共交通等 

持続可能なまち 共存社会、広域連携、公共施設マネジメント等 

防災のまち 防犯・防災、住環境、都市基盤（安全・安心）等 

３ 
いきいき輝く 

魅力づくり 

地域資源で 

人を呼び込むまち 
関係人口、インバウンド戦略、ふるさと納税等 

地域の魅力を伝えるまち 
観光・交流、ブランド化・シティプロモーション、

地域コミュニティ、情報発信等 

地域の魅力を高めるまち 
地場産業、産業振興、創業支援・事業承継、歴史・

文化遺産、後継者育成、利便性、景観等 

４ 

枠組みを 

超えて取り組む

三木づくり  

(分野横断施策) 

分野横断プロジェクト 
行政経営、業務改善、人材育成、都市基盤、 

生涯活躍等 

地域の思いを形にするプロジェクト 
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 資 厄  
 

 

●まちの概況 

・全市 

 

●アンケートの概要 

・市ড়アンケート 

・市ড়と職員との勪掟差 

 

●諮問・答申、規則 

 

●策定経過：事業課主体・市ড়参画の計画づくりをষう仕組み形成のプロセス 

・議会対応、審議会開催、庁内会議 

・市ড়等（アンケート、市政縨挫会、拊者ミーティング、三木みらい会議、パブリックコメ

ント等）・職員アンケートの実施等 

 

●委員名簿 

 

●用語解説 


